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ここから本文です。
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麻しん（はしか）に関するYCDC医師レポート！（PDF：156KB） new 2024.3.28

【！注意！】国内で麻しん（はしか）が複数報告されています！

YCDC医師からのメッセージ

 定点情報（2024年第13週：3月25日～3月31日）/ その他情報（公表までに把握した情報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4月4日　山梨大学医学部附属病院　井上修　医師）

〇リスクアセスメント

【新型コロナウイルス感染症】

定点医療機関から報告された新規感染者数は、前週の280名（定点あたり6.83）に対し第13週は236名（定点あたり5.76）となりました。ここまで3週連続して減少しており、下水中の新型コロナウイルス量も減少していることから、県内全体でみると小康期へ向かっていると考えます。しかし峡東地域では報告数が減少しておらず、甲府市内や峡南地域では逆に報告数が増えていることから、下水中のウイルス量では測ることが出来ない感染状況の差が地域毎にある可能性があります。

感染者はこれまで同様に10代までの若年層で全体の約1/3を占めますが、50〜60代も全体の約1/3を占める点がインフルエンザとは異なる特徴です。

【インフルエンザ】

定点医療機関から報告された新規感染者数は、前週の566名（定点あたり13.8）に対し第13週は597名（定点あたり14.56）へ増加しました。全国的にも定点あたり15人前後の状況が継続しており、B型インフルエンザがその原因となっていると考えられます。現在の感染者は5〜14歳を中心に、20歳未満の若年層が多く、全体の約80％を占めています。春休み期間中にもかかわらずこれらの年齢層に感染が伝播する原因はわかりません。昨年秋冬に使用したインフルエンザワクチンは現在検出されるB型インフルエンザにも効果が期待出来るのですが、接種から数ヶ月が経過しワクチン効果が減弱する時期にさしかかっているのかもしれません。今季の流行は今しばらく続くことが予想されます。

【感染性胃腸炎】

ノロウイルスなど下痢や嘔吐を引き起こすウイルスが原因のお腹の風邪です。県内では富士･東部地域と甲府市で報告が多く、中北エリアでも増加しています。感染予防のためには食事前やトイレの後の手洗いが重要です。家庭内や施設内では平時から吐物や排泄物の処理を適切に行う必要があります。

【A群溶血性レンサ球菌咽頭炎】

A群溶血性レンサ球菌は健康なヒトの咽頭や皮膚にも常在する細菌ですが、のどの粘膜や扁桃腺に入り込むと咽頭炎となり、発熱と全身倦怠感、咽頭痛がみられます。現在山梨県内全域で流行している状況にはありませんが、甲府市では警報レベルとなっており地域的な流行がみられています。家庭内、特に兄弟姉妹間では感染が容易に拡大しますので家庭内でも対策が必要です。

【麻しん（はしか）】

発熱と全身の発疹が特徴のウイルス感染症です。発症すると38度前後の発熱とともに咳嗽やクシャミ、鼻汁、結膜が充血したり眼脂が出たりといった症状（カタル症状）が出現し、その後全身に発疹が出る頃になると40度に達するような高熱となります。症状は10日程度で改善する場合が多いのですが肺炎や中耳炎を合併することもあり、死亡する可能性もある危険な疾患です。海外ではイギリスやヨーロッパ諸国で報告が多く、その他にも流行している地域が世界各地に多くあります。

　https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html

2月に帰国された方を発端とした感染の連鎖が報道されましたが、その後大きな流行とはならず終息に向かっていると考えます。県内でも本年に入ってから陽性者の報告はありません。

〇対応

新型コロナウイルス感染症は徐々に小康期へと向かって改善傾向にありますが、依然として感染が続いている地域もあります。10代以下の感染が拡がりやすい年代ではこれから新学期が始まりますので注意が必要です。学校内など集団生活の場での適切な換気や手洗いに加え、咳エチケットや体調不良時の対策など､家庭内や学校現場での感染対策について今一度確認するようにお願いします。10代に比べて重症化リスクが高くなる50代以上の方も油断せず、職場内では感染対策を継続するようお願いします。これらはインフルエンザ対策としても効果的です。



A群溶血性レンサ球菌咽頭炎は、家庭内、特に兄弟姉妹間で感染が拡がりやすい感染症です。唾液のついた手指や飛沫を介して感染が拡がりますので、普段から手指衛生やうがいを習慣化することが重要です。また、家族内でもタオルやハンカチの共用はしないようにしましょう。

最近報道される機会が増えている劇症型溶血性レンサ球菌感染症は、溶血性レンサ球菌が血液の中や筋肉の中に入り込んでしまって発生する特殊な病気です。これまでのところA群溶血性レンサ球菌咽頭炎が劇症型溶血性レンサ球菌感染症を引き起こす証拠はありません。しかし連鎖球菌の仲間は傷を化膿させることがあるため、転んで傷が出来た場合は手指消毒をした上でしっかりと消毒しましょう。熱が出たり傷が腫れてくる場合は､かかりつけ医へ相談しましょう。

麻しんは軽い病気ではありませんが、慌てず正しく恐れる必要があります。ワクチン接種が最も有効な予防方法です。1歳以降に2回の接種を推奨します。24歳以上の年齢の方は麻しんのワクチン接種が0回または1回のことも多いため、ぜひかかりつけ医など医療機関へご相談ください。抗体検査でワクチン接種が必要かどうか分かります。妊娠中に麻疹に罹患すると流産をおこす可能性があります。しかし妊娠中はワクチン接種ができませんので妊娠前に抗体の状況を知り､必要に応じてワクチン接種を受けておく必要があります。パートナーや同居のご家族と抗体検査やワクチン接種についてよく話し合い､かかりつけ医へご相談下さい。

 

感染症発生状況

◆今週の感染症発生状況はこちら をご覧ください ! 

　＊保健所毎や疾患毎（インフルエンザ・コロナ・RSウイルス・感染性胃腸炎など）に今週の状況がご覧になれます。

　　　　　　2024年4月4作成

対象期間：2024年第13週〔2024年3月25日（月曜日）～2024年3月31日（日曜日）までの1週間〕

県内41箇所の定点医療機関から報告された患者数を集計しました。1医療機関あたりの

インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症の患者報告数は次のとおりです【黄色　注意報】。

 

［インフルエンザ］　　　　　　　　　　　　　　［新型コロナウイルス感染症］
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インフルエンザ流行マップ第13週（PDF：129KB）

	 	山梨県	中北	峡東	峡南	
			富士・東部

				甲府市
	13週	14.56	20.54	17.14	5.00	12.56	9.11
	12週	13.80	19.46	16.29	4.00	10.11	10.67
	11週	12.63	16.38	11.86	1.33	13.56	10.67
	10週	9.34	11.85	6.86	1.67	12.22	7.33
	9週	7.68	10.54	4.86	0.67	10.78	5.00


	 	山梨県	中北	峡東	峡南	
			富士・東部

				甲府市
	13週	5.76	6.54	6.57	6.00	4.00	5.67
	12週	6.83	8.38	6.86	5.00	7.44	4.56
	11週	7.85	9.38	6.14	6.33	7.89	7.44
	10週	8.88	12.15	7.86	2.67	8.44	7.44
	9週	8.54	11.69	9.57	3.33	7.11	6.33


 

 

 

 

 

 

 

◆発生動向に関する各種資料

 

新型コロナウイルス感染症について

　新型コロナウイルス感染症とは、新型コロナウイルスによって起きる感染症です。主に鼻やのど、気管、肺などの臓器（呼吸器）に感染し、インフルエンザや風邪に似た症状を引き起こします。

　　　＊新型コロナウイルス感染症の法律上の位置づけは、令和５年５月８日から「５類感染症」に移行しました。

 

新型コロナウイルス感染症に関する詳細情報は以下のページをご覧ください。 


			
				新型コロナウイルス感染症
	コロナ罹患後症状(いわゆる後遺症)


			

			
				5類移行（5月8日）後の対応について


			



 

 

[bookmark: infuru] 季節性インフルエンザについて

　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こる病気です。

　38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛等全身の症状に併せて通常の風邪と同様に、のどの痛み、鼻汁、咳等の症状も見られます。

　インフルエンザにかかっても、軽症で回復する人もいますが、中には、肺炎や脳症などを併発して重症化してしまう人もいます。

　詳しい情報（臨時休業等の措置状況含む）は　こちら

 

下水サーベイランス

　下水中のウイルスを検査・監視する下水サーベイランス（下水疫学調査）は、受診行動や検査数等の影響を受けることなく、無症状感染者を含めた感染状況を反映する客観的指標としての活用が期待されています。

　本県では感染状況のトレンドを把握し、感染対策に活用するため、令和5年7月から下水サーベイランス事業を実施しています。

　詳しい情報は　こちら

 

最新・話題のレポート

　厚生労働省や国立感染症研究所などが公表する最新・話題のレポートを掲載します。

	国内における劇症型溶血性レンサ球菌感染症の増加について　2024年3月29日


　

　13週にA群溶血性レンサ球菌咽頭炎が甲府市保健所管内で警報入りしました。関連ページは　こちら

 







山梨県で発生している感染症情報






	警報
	
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎（甲府市保健所管内）


	注意報
	
インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、富士・東部保健所管内）





















最新の感染症発生動向







定点把握対象疾患定点医療機関から報告される感染症の発生状況






週報を集計表で見る
感染者発生数を週単位で掲載しています。



週報をグラフで見る
週単位で届出を行う疾病の感染者発生数をグラフで掲載しています。



月報を集計表で見る
感染者発生数を月単位で掲載しています。



月報をグラフで見る
月単位で届出を行う疾病の感染者発生数をグラフで掲載しています。














全数把握対象疾患全ての医師が届出を行う感染症の発生状況






週報を集計表で見る
2018年以降に山梨県内で報告実績のある疾病の感染者発生数を週単位で掲載しています。



週報をグラフで見る
2018年以降に山梨県内で報告実績のある疾病の感染者発生数を週単位でグラフで掲載しています。














病原体検出状況






月報を集計表で見る
月別のウイルス検出状況を掲載しています。



























新着情報



 
	4月8日
	感染性胃腸炎の集団発生状況を更新しました

	4月4日
	週報2024年13週（定点把握対象疾患）更新しました

	4月4日
	病原体検出状況更新しました

	4月4日
	週報2024年13週（全数把握対象疾患）更新しました

	4月1日
	診療・検査医療機関の一覧を公表しています



 


新着情報一覧を見る
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	新型コロナウイルス感染症治療薬について
	診療・検査医療機関の一覧を公表しています
	インフルエンザ様疾患の発生に関する情報
	新型コロナウイルス感染症第5波（7~9月）の振り返りを掲載しました
	令和2年「山梨の結核」を掲載しました
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山梨県感染症対策センター（山梨県感染症情報センター）

〒400-8501山梨県甲府市丸の内一丁目6番1号電話番号：055-223-1321ファクス番号：055-223-1649
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